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都
市
建
設
分
科
会

座　

長 

阿　

蘇　
　

佳　

一

委　

員 

髙　

橋　
　

照　

雄

　

同 

折　

口　
　

隆
二
郎

　

同 

佐　

藤　
　

文　

昭

　

同 

佐　

藤　
　
　
　

敦

　

同 

大　

野　
　

祐　

司

兼
務
員 

山　

下　
　

博　

己

　

同 

吉　

村　
　

慶　

一

「
兼
務
員
」
と
は
…
分
科
会
に
所

属
議
員
が
い
な
い
会
派
が
、
そ
の

分
科
会
に
お
い
て
質
疑
を
行
う
た

め
に
出
席
さ
せ
る
議
員
の
こ
と
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
が
兼
務
員

に
な
る
場
合
は
、
議
会
運
営
委
員

会
で
協
議
し
ま
す
。

都 市 建 設
分 科 会
建 設 部・ 都 市 部
下水道部・水道局

ふるさと秦野の輝く未来を創造する予算ふるさと秦野の輝く未来を創造する予算
～平成 27 年度予算を審議・原案可決～

予
算
特
別
委
員

委
員
長 

今　

井　
　
　
　

実

副
委
員
長 

山　

下　
　

博　

己

　

同 

川　

口　
　
　
　

薫

　

同 

古　

木　
　

勝　

久

　

同 

阿　

蘇　
　

佳　

一

総
務
分
科
会

座　

長 

山　

下　
　

博　

己

委　

員 

小　

菅　
　

基　

司

　

同 

神　

倉　
　

寛　

明

　

同 

込　

山　
　

弘　

行

　

同 

村　

上　
　
　
　

茂

　

同 

和　

田　
　

厚　

行

兼
務
員 

露　

木　
　

順　

三

　

同 

吉　

村　
　

慶　

一

文
教
福
祉
分
科
会

座　

長 

川　

口　
　
　
　

薫

委　

員 

八　

尋　
　

伸　

二

　

同 

野　

田　
　
　
　

毅

　

同 

横　

溝　
　

泰　

世

　

同 

高　

橋　
　

文　

雄

兼
務
員 

佐　

藤　
　

文　

昭

　

同 

吉　

村　
　

慶　

一

環
境
産
業
分
科
会

座　

長 

古　

木　
　

勝　

久

委　

員 

風　

間　
　

正　

子

　

同 

吉　

村　
　

慶　

一

　

同 

露　

木　
　

順　

三

　

同 

木　

村　
　

眞　

澄

　

同 

横　

山　

む
ら
さ
き

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

問　
国
か
ら
平
成
27
年
度
中
の
策
定
を

求
め
ら
れ
て
い
る
地
方
版
総
合
戦
略
に

つ
い
て
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と

整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
策
定
に
向
け
た
考
え
方
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
国
の
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
政
策
５
原
則
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

本
市
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
５
カ
年
の
目
標
や
施
策
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

意
見　
新
東
名
高
速
道
路
（
仮
称
）
秦

野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
の
土
地
利
用

や
、
弘
法
山
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
資

源
の
活
用
な
ど
、
本
市
の
魅
力
や
地
域

資
源
を
生
か
し
た
戦
略
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
の
記
念
品
贈
呈

に
つ
い
て

問　
出
身
地
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に

寄
附
で
き
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

お
い
て
、
高
額
な
記
念
品
の
贈
呈
が
、

全
国
的
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
、

金
額
に
応
じ
て
、
本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
品
を
選
定
し
、

贈
呈
し
て
い
る
が
、
今
後
も
良
識
の
範

囲
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
本
市
へ
の
寄
附
を
拡
大
さ
せ
る

た
め
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
記

念
品
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
無
理
な
都
市
間
競
争
は

避
け
て
ほ
し
い
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
予
算
に
お
け
る
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、
赤
字
と
な
っ

て
い
る
が
、
決
算
時
に
赤
字
を
圧
縮
す

る
な
ど
、
黒
字
化
で
き
る
よ
う
運
営
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字

額
は
約
７
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

新
た
な
国
庫
補
助
金
の
活
用
、
入
札
に

よ
る
事
業
費
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
市
債

発
行
額
を
抑
制
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
黒
字
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

総
合
防
災
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て

問　
大
規
模
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
備

え
、
総
合
防
災
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
目
的
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
す
で
に
導
入
済
の
避
難
行
動
要
支

援
者
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
被
災
者
の
住

民
情
報
と
被
害
を
受
け
た
住
居
な
ど
の

情
報
を
一
元
管
理
し
、
被
害
認
定
や
罹

災
証
明
の
発
行
な
ど
、
業
務
の
効
率
化

や
災
害
時
の
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

消
防
創
立
50
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

問　
消
防
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
事

業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
記
念
誌
を
作
成
す
る
ほ
か
、
記
念

式
典
を
消
防
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
併

せ
て
、
平
成
27
年
10
月
25
日
に
開
催
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
記
念
式
典

で
は
、
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
放
映
や
消
防
職
員
の
実
技
披
露
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

…市政を大きく左右する「予算」は、議会での審議の中でも非常に重要な議案となります。平成27年度予算の審査では、議長を除く全議員で構成する「予算特別委員会」を設置し、常任委員会を基調とする分科会により、各常任委員会が所管する部局別の審査を行いました。予算審議の方法

定
住
化
促
進
住
宅
に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
12
月
に
取
得
し
た
既
存

民
間
共
同
住
宅
に
つ
い
て
、
子
育
て
世

帯
や
若
年
夫
婦
世
帯
を
対
象
に
、
定
住

化
促
進
住
宅
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

改
修
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
１

階
部
分
に
ぽ
け
っ
と
21
な
ど
の
子
育
て

支
援
施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
入
居
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
空
間
や
、
市
内
の
住
宅
情
報
提
供
コ

ー
ナ
ー
な
ど
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
施
設
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
や
運
営
形
態
、
受
け
入
れ

人
数
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
子
育

て
支
援
担
当
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
後
の
管

理
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
園
路
や

広
場
の
整
備
、
駐
車
場
の
多
目
的
広
場

化
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
管
理
体
制
の
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
含

め
た
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
管
理
は
、

４
つ
の
部
署
で
行
っ
て
い
る
が
、
管
理

区
分
が
不
明
確
で
あ
り
、
緊
急
の
場
合

や
休
日
の
対
応
な
ど
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
27
年
度
に
は
陸
上
競
技

場
の
入
口
付
近
に
管
理
事
務
所
を
建
設

し
、
28
年
度
か
ら
一
元
管
理
と
し
て
い

き
た
い
。

要
望　
公
園
内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
整
備
終
了
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
し
、
設
置
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
及
び
上
地
区

乗
合
自
動
車
に
つ
い
て

問　
利
用
者
の
乗
り
こ
ぼ
し
対
策
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
平
成
26
年
４
月
に
国
の
道
路
運
送

車
両
の
保
安
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
た
め
、

同
年
10
月
か
ら
渋
沢
駅
・
秦
野
赤
十
字

病
院
ル
ー
ト
に
14
人
乗
り
車
両
を
１
台

導
入
し
た
と
こ
ろ
、
一
度
も
乗
り
こ
ぼ

し
は
発
生
し
て
い
な
い
。
今
後
も
運
行

事
業
者
と
協
議
し
、
14
人
乗
り
車
両
の

導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
反
対
討
論

　

次
の
事
業
な
ど
に
予
算
計
上
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

①
本
市
が
負
担
す
る
必
要
の
な
い
東
名

高
速
道
路
か
ら
の
落
下
物
防
止
の
た
め

の
予
算

②
参
加
者
負
担
金
を
徴
収
す
る
広
域
連

携
中
学
生
交
流
洋
上
体
験
研
修
事
業
費

③
十
分
な
避
難
時
間
が
確
保
で
き
な
い

土
砂
災
害
用
ワ
イ
ヤ
ー
式
警
報
装
置
設

置
関
連
の
予
算

④
市
民
に
と
っ
て
は
不
要
不
急
な
定
住

化
促
進
住
宅
事
業
費

⑤
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
の

元
凶
と
な
っ
て
い
る
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
再
編
整
備
事
業
費

⑥
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
新
東
名
高
速

道
路
建
設
関
連
の
予
算

▼
賛
成
討
論

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
に
よ
り
、
景

気
が
緩
や
か
な
回
復
傾
向
を
示
す
中
、

法
人
市
民
税
の
増
収
を
見
込
む
も
の
の
、

市
税
全
体
で
は
減
収
の
見
込
み
と
な
る

な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
市
制
施
行
60
周
年
の

節
目
に
、
こ
れ
ま
で
の
堅
実
な
行
財
政

運
営
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
生
か
し
、
景

気
・
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
、
「
秦

野
の
輝
く
未
来
を
創
造
す
る
予
算
」
と

し
て
積
極
的
に
投
資
す
る
予
算
を
編
成

し
た
こ
と
は
評
価
し
、
賛
成
す
る
が
、

主
に
次
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

①
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
秦
野
赤
十

字
病
院
産
婦
人
科
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
駆
使
し
、
根
本
的

解
決
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

②
地
域
経
済
活
性
化
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
を
本
市

発
展
の
さ
ら
な
る
契
機
と
捉
え
、
秦
野

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）
へ
の
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
を
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
。

③
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
な
ど
複

合
施
設
整
備
事
業
で
は
、
地
域
住
民
の

声
を
聴
き
、
市
の
考
え
を
十
分
説
明
し

た
う
え
で
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決(

賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決(

賛
成
多
数
）

水
道
事
業
会
計

当
年
度
純
損
失
に
つ
い
て

問　
平
成
23
年
度
に
16
年
ぶ
り
の
料
金

改
定
を
行
っ
た
際
に
は
、
27
年
度
ま
で

は
黒
字
で
予
算
を
組
め
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
27
年
度
が
赤
字
予
算
と
な

っ
た
理
由
と
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
財
政
計
画
で
想
定
し
た
以
上
に
給

水
収
益
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
収
益
的
収
支
で
、
支
出
が
収

入
を
上
回
る
予
算
を
計
上
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ま
ず
は
保
有
資
産
の
売
却
や
活
用
、
下

水
道
部
と
の
統
合
に
よ
る
組
織
の
ス
リ

ム
化
や
、
事
務
の
合
理
化
な
ど
の
経
営

努
力
に
よ
り
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
反
対
討
論

　

未
納
世
帯
に
、
生
き
る
た
め
に
必
要

な
命
の
水
を
給
水
停
止
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

討

論

雨
水
管
き
ょ
の
整
備
に
つ
い
て

問　
市
街
化
区
域
に
お
け
る
汚
水
整
備

は
、
平
成
27
年
度
中
に
お
お
む
ね
完
了

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
雨
水
管
き
ょ
の

整
備
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
雨
水
幹
線
は
お
お
む
ね
整
備
が
完

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

▼
反
対
討
論

　

資
格
証
は
、
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療

費
を
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

受
診
の
抑
制
に
つ
な
が
る
た
め
、
反
対

す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

医
療
へ
の
過
度
な
依
存
に
よ
り
、
制

度
そ
の
も
の
が
破
た
ん
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
市
民
が
理
解
で
き
る
施
策
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
反
対
討
論

　

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
介
護
難
民

を
一
人
で
も
少
な
く
し
、
高
齢
者
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
独

自
の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
を
要
求
し

て
、
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

介
護
保
険
の
問
題
な
ど
が
よ
く
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
現
場
を
よ

く
確
か
め
た
う
え
で
予
算
を
執
行
し
て

も
ら
い
た
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

了
し
て
い
る
が
、
枝
線
に
つ
い
て
は
整

備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
方

針
と
し
て
は
、
過
去
に
浸
水
し
た
箇
所

を
優
先
に
整
備
し
て
い
る
。

要
望　
雨
水
管
き
ょ
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
長
期
的
な
戦
略
を
持
ち
、
浸
水

被
害
が
生
じ
た
個
所
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
優
先
的
、
計
画
的
に
工
事
を
進
め

て
ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

生
活
保
護
世
帯
の
減
免
制
度
を
従
前

に
戻
し
、
ま
た
、
受
益
者
負
担
金
を
廃

止
す
べ
き
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

予
算
に
は
賛
成
す
る
が
、
平
成
28
年

度
か
ら
水
道
局
と
統
合
し
、
企
業
会
計

と
な
る
こ
と
で
、
従
来
の
工
事
請
負
契

約
な
ど
が
議
会
の
議
決
案
件
で
は
な
く

な
る
た
め
、
議
会
が
従
来
ど
お
り
関
与

で
き
る
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計

秦野サービスエリア（仮称）イメージ図

定住化促進住宅として活用される共同住宅




